
ISSN　0911-7113　自動車工業 JAMAGAZINE 2017年11月号  平成29年11月27日発行（毎月1回発行）

Japan Automobile　　　　 Manufacturers Association

info DRIVE　ジャマガジン

11月号2017vol.51JAMA

［　　　　］November

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７

「
中
長
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
」紹
介

特 

集

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

辻
井
　
潤
一

産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
産
総
研
）
人
口
知
能
研
究
セ
ン
タ
ー
　セ
ン
タ
ー
長

「
Ａ
Ｉ
で
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
が
大
き
く
変
わ
る
」

モ
ノ
づ
く
り

　働
き
方
改
革
③

コ
ラ
ム 

B
E
Y
O
N
D

巻
頭
特
集

T
M
S
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト 

第
45
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
7 

閉
幕

Japan  Autom
obile 

M
anufacturers Association 　
vol.51　

2017

日
本
自
動
車
工
業
会
 「
JA
M
A
G
A
ZIN
E
11月

号
」 2017年

11月
27日

発
行（
毎
月
1回
発
行
）

発
行
人
 ： 一
般
社
団
法
人
 日
本
自
動
車
工
業
会
　

発
行
所
 : 一
般
社
団
法
人
 日
本
自
動
車
工
業
会
　
〒
105-0012　

東
京
都
港
区
芝
大
門
1丁
目
1番
30号

　
日
本
自
動
車
会
館
 広
報
室
　
TE
L 03（

5405）6119
自
工
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 「
info D

R
IV
E
」U
R
L  http://w

w
w
.jam
a.or.jp/   自

動
車
図
書
館
  TE
L 03-5405-6139

本誌はベジタブルインクで印刷しています。
Printed in Japan





3

4

1

2

JAMAGAZINE 2017年 11月号
発行日　平成29年11月27日
発行人　一般社団法人 日本自動車工業会
発行所　一般社団法人 日本自動車工業会
〒105-0012  東京都港区芝大門 1丁目 1番30号 日本自動車会館
広報室・電話番号　03（5405）6119

Ⓒ禁無断転載：一般社団法人日本自動車工業会

11
2017

November

10

産業技術総合研究所（産総研）人口知能研究センター センター長　辻井 潤一氏

「ＡＩで生活やビジネスが
　　　　　　 大きく変わる」

巻頭特集

EDIFACT開発・普及貢献に対する
国連からの表彰

自工会リリース16

14

モノづくり　働き方改革
自動車における取り組みと日本企業への示唆③
デロイト トーマツ コンサルティング合同会社　マネジャー　石川 啓氏

コラム BEYOND

06

東京モーターショーシンポジウム２０１７
「中長期モビリティビジョン」紹介

特 集

1  産業技術総合研究所（産総研）人口知能研究センター
　 センター長　辻井 潤一氏
2  自工会　中長期モビリティビジョン
3  4  東京モーターショー2017 閉幕

記者の窓15

「弱いクルマの可能性」 読売新聞東京本社　石橋正洋

02

TMSダイジェスト
第45回東京モーターショー2017 閉幕

インタビュー



22017.11月号　JAMAGAZINE

来
場
者
数
は
77
万
1
2
0
0
人
。

4
人
に
1
人
が
女
性
、

15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
来
場
者
が
大
幅
に
増
加
。

　

世
界
各
国
か
ら
来
場
さ
れ
た
会
期
中
の
総
入
場

者
数
は
、一
般
公
開
日
直
後
の
週
末
に
台
風
22
号

の
影
響
を
受
け
、荒
天
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、前
回

（
2
0
1
5
年 
第
44
回
シ
ョ
ー
：
81
万
2
5
0
0

人
）に
比
べ
94

・

9
％
の
77
万
1
2
0
0
人
と
な

り
、総
入
場
者
数
は
若
干
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、会
期
後
半
は
好
天
に
恵
ま
れ
、11
月
2
日

（
木
）に
は
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
開
催
と
な
っ
た

第
42
回
シ
ョ
ー
以
降
に
お
け
る
平
日
の
一
日
当
た

り
入
場
者
数
が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、

平
日
に
も
多
数
の
皆
様
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
男
女
比
は
、男
性
：
75

・9
％（
82

・3
％
）・
女
性
：

24

・1
％（
17

・7
％
）、年
齢
構
成
で
は
15
〜
19
歳
：
7

・1
％

（
4

・2
％
）・
20
代
：
20
・
6
％（
18

・0
％
）・
30
代
：
23

・6
％

（
20

・0
％
）と
い
う
結
果
と
な
り
、4
人
に
1
人
が
女
性
、15

歳
〜
39
歳
ま
で
の
来
場
者
が
51

・3
％（
42

・2
％
）と
半
数
を

占
め
、女
性
来
場
者
と
若
者
の
来
場
者
が
顕
著
に
増
加
し
た

シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

※
会
場
内
調
査 

速
報
値
、（ 

）内
は
前
回
数
値

第
45
回

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

2
0
1
7

～閉幕～

　
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会（
会
長
：
西
川 

葊
人
）は
、「
第
45
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

2
0
1
7
」を
江
東
区・有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
お
い
て
10
月
27
日（
金
）か
ら
11
月
5
日（
日
）

ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、11
月
5
日（
日
）午
後
6
時
に
閉
幕
致
し
ま
し
た
。会
期
中
、国
内

外
よ
り
沢
山
の
お
客
様
に
ご
来
場
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ョ
ー
は「
世
界
を
、こ
こ
か
ら
動
か
そ
う
。B
E
Y
O
N
D
 T
H
E
 M
O
T
O
R
」を

テ
ー
マ
に
、全
て
の
国
内
メ
ー
カ
ー
14
社
15
ブ
ラ
ン
ド
及
び
海
外
メ
ー
カ
ー
13
社
19
ブ
ラ
ン
ド
を
含

む
1
5
3
社
・
団
体
が
出
展
、多
く
の
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア・
ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ミ
ア
を
含
む
3
8
0
台

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、部
品・機
械
器
具・自
動
車
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
展
示
に
お
い
て
も
、多
く

の
新
し
い
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。更
に
今
回
の
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
、自

動
車
産
業
の
枠
を
超
え
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
た
、シ
ン
ボ
ル

イ
ベ
ン
ト「
T
O
K
Y
O
 C
O
N
N
E
C
T
E
D
 L
A
B
 2
0
1
7
」を
開
催
。ま
た
、臨
海
副

都
心
エ
リ
ア
に
お
い
て
拡
充
し
て
実
施
し
た
試
乗
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
。

特集
TMSダイジェスト
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未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
を
テ
ー
マ
に
、

世
界
最
先
端
の
ナ
レ
ッ
ジ
が
集
結
！

「
T
O
K
Y
O
 C
O
N
N
E
C
T
E
D
 L
A
B
 2
0
1
7
」

試
乗
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充
、

延
べ
体
験
者
数
は
5
0
0
0
人

2
0
1
8
年
、そ
し
て
2
0
1
9
年
、さ
ら
に
そ
の
先
の

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
へ
。

　

皆
様
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
様
々
な
取
り
組
み
を

活
か
し
、次
回
、第
46
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
、世
界
が
注
目

す
る
2
0
2
0
年
へ
向
け
て
、更
に
魅
力
の
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
と
し
て
、2
0
1
9
年
秋
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。近
隣
の
臨
海
副
都
心
エ
リ
ア
や
そ

の
他
の
エ
リ
ア
で
の
拡
充
開
催
も
含
め
検
討
し
て
お
り
ま
す
の

で
、是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。ま
た
、来
年
、2
0
1
8
年
秋
に

は
、ク
ル
マ・
バ
イ
ク
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
多
く
の
皆
様
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ル
マ
の
未
来
を
拡
張
し
て
い
く
冒
険
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
、

未
来
へ
向
け
て
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
さ
ら
に
B
E
Y
O
N
D

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

く
ら
し
や
社
会
と
ク
ル
マ
が
つ
な
が
る
、未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
。

主
催
者
テ
ー
マ
展
示
に
て
、わ
か
り
や
す
く
体
験
し
な
が
ら
、来

場
者
と
考
え
て
い
く
3
つ
の
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。そ

の
1
つ
で
あ
る
大
き
な
ド
ー
ム
型
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
映
像
空
間

で
未
来
の
東
京
の
街
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
姿
を
多
く
の
方
々
に
体

感
頂
い
た「
T
H
E
 F
U
T
U
R
E
」で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
で
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
蓄
積
。2
万
8
0
0
0

人
の
皆
様
よ
り
ご
回
答
い
た
だ
き
、来
場
者
の
方
々
が
求
め
る
未

来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
像
が
示
さ
れ
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
つ
い
て
は
集
約
し
た
結
果
を
後
日
発
表
す
る
予
定
で
す
。

　

参
加
・
体
験
型
の
試
乗
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、近
隣
の
臨
海
副

都
心
エ
リ
ア（
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
お
台
場
特
設
会
場
・

M
E
G
A
 W
E
B
ラ
イ
ド
ワ
ン
コ
ー
ス
）に
て
、乗
用
車
・
商
用

車
・二
輪
車
の
試
乗
に
加
え
、様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
や
次
世
代
技

術
の
体
験
試
乗
な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に
多
彩
な
試
乗
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
、実
施
し
ま
し
た
。試
乗
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
延

べ
体
験
者
数
は
5
0
0
0
人
に
の
ぼ
り
、モ
ビ
リ
テ
ィ
の
持
つ
楽

し
さ
に
加
え
、安
全
機
能
を
始
め
と
し
た
様
々
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
多
く
の
方
々
に
体
験
頂
き
ま
し
た
。

10月27日（金）～11月5日
（日）の10日間開催で77
万1200人が来場した。
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新聞・雑誌
コーナー

アトリウム

献血コーナー

西1乗り場

TOKYO
CONNECTED
LAB 2017

　各ブースの展示の様子はホームページの「TMS WEB」ビデオギャラリーなど
で公開中です。会場図をたどりながら、各メーカーのQRコードにアクセスすれば、
もう一度見たいコンセプトカーや次世代モデルに再会できます。

JAMA

［TMS WEB］で感動が甦る
会場図からコンセプトカーにひとっ飛び

乳児・幼児
サービスセンター

献血コーナー

東1乗り場

東3
乗り場

東1・2・3ホール（1F）

東4・5・6ホール（1F）

東7・8ホール

西1ホール（1F）

西3・4ホール（4F）
「第45回東京モーターショー2017」ダイジェスト

日産
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スバル
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レクサス
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フォルクスワーゲン
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ポルシェ
EP07

アウディ
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コーナー

メルセデス・ベンツ
スマート
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三菱ふそう
EC03

マツダ
EP02

いすゞ
EC02

日野
EC01

部品・機械器具
コーナー

BMW
（四輪･二輪）

EP05

BMW
アルピナ

EP06

プジョー
EP04

UDトラックス
ボルボ・トラック

EC04
スカニア

EC05

愛知県立愛知総合工科高等学校  専攻科
CZ01

高山自動車
CZ02

DS
EP03

イケヤ
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CZ03

日産車体
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ホンダ
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エンタテインメント

SS04

二輪

モーターショーは今後、主催者
は異なりますが、次の地域でも
開催されます。
　
●第10回大阪モーターショー
　12月8日（金）～11日（月）

●福岡モーターショー2017
　12月15日（金）～18日（月）

●札幌モーターショー2018
　1月19日（金）～21日（日）

告 知
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し
か
し
、今
、モ
ビ
リ
テ
ィ
は
大
き

な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。高
齢

化・都
市
化・気
候
変
動・エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
と
い
っ
た
社
会
的
課
題
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、移
動
の
あ

り
方
や
手
段
を
変
え
得
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
進
化
し
、生
活
に
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

中
で
、今
後
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
ど
の
よ

う
に
進
化
す
べ
き
か
。自
工
会
で
議

論
し
て
き
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

 

モ
ビ
リ
テ
ィ
を

  

進
化
さ
せ
る

　

世
界
で
は
様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が

模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、

私
た
ち
自
工
会
も
、将
来
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
あ
る
べ
き
姿
、取
り
組
み
を
示

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
は
人
々
に
感
動
を
届

け
て
き
ま
し
た
。感
動
を
よ
り
一
層

高
め
て
い
く
こ
と
が
、自
工
会
の
変

わ
ら
ぬ
取
り
組
み
姿
勢
で
す
。モ
ビ

 

今
、モ
ビ
リ
テ
ィ
は

  

大
き
な
変
化
に
直
面

　

今
年
、自
工
会
は
将
来
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
を
社
会
に
発
信
す
る

た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。本

日（
11
月
3
日
）は
自
工
会
が
描
く

２
０
３
０
年
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、モ
ビ
リ
テ
ィ
と

は
、ど
の
よ
う
な
存
在
で
し
ょ
う
か
。

長
い
歴
史
の
中
で
様
々
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。そ
れ

に
よ
っ
て
移
動
範
囲
が
広
が
り
、よ

り
安
全
に
、よ
り
エ
コ
に
、よ
り
便
利

に
進
化
し
、世
の
中
を
豊
か
に
し
て

き
ま
し
た
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
が
社
会
に
も
た
ら
し

た
も
の
は
物
質
的
な
豊
か
さ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。週
末
の
ド
ラ
イ
ブ
、

ツ
ー
リ
ン
グ
、移
動
先
で
出
会
っ
た

人
々
、見
た
景
色
な
ど
、モ
ビ
リ
テ
ィ

は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
人
々
に
感
動
を

も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

 

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７

「
中
長
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
」

 

紹
介

自工会中長期モビリティ
ビジョン検討会主査

三
み

崎
さき

  匡
まさ

美
み

氏

http://www.jama.or.jp/
tokyo2020/innovation/
vision/index.html

講演資料はこちらから
ご覧いただけます

　11月５日に閉幕した「第４５回東京モーターショー2017」では、展示
会と並行してクルマに関するさまざまなシンポジウムが開かれました。日
本自動車工業会（自工会）は、そのうちの一つ、「戦略的イノベーション創
造プログラム（ＳＩＰ）自動走行システム　市民ダイアログ」（主催＝ＳＩＰ‐ａ
ｄｕｓ）で、２０３０年のモビリティ社会を展望した「中長期モビリティビジョ
ン」を紹介。ITS・自動運転、電動化、コネクテッドといった技術の進展とと
もに、クルマの進化に加えてサービスを含めたソリューションで将来のモ
ビリティを提供していく方針を表明しました。講演の内容を紹介します。
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日
本
の
社
会
が
ど
の
よ
う
な
変
貌

を
遂
げ
て
い
く
の
か
、五
つ
の
視
点

で
整
理
し
て
み
ま
し
た
。ま
ず
、ア
ク

テ
ィ
ブ
な
シ
ニ
ア
層
が
増
え
て
い
く

一
方
、生
活
に
不
自
由
を
感
じ
る
シ

ニ
ア
の
方
も
増
え
る
、ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

を
前
提
に
し
た
社
会
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、よ
り
合
理
的・効
率
的
な
生

活
・
消
費
が
進
展
し
、リ
ー
ン
な
暮
ら

し
を
志
向
す
る
社
会
に
な
っ
て
い
く

と
考
え
ま
す
。外
国
人
居
住
者
や
観

光
客
が
増
え
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
社
会
も
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

環
境
問
題
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ

る
中
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
ク

リ
ー
ン
化
を
推
進
す
る
ス
マ
ー
ト
な

社
会
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
は
、い
つ
で
も
手
軽
に
、便
利
に
、

デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
が
る
生
活
・
消
費

が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
社
会
。

日
本
社
会
の
価
値
観
・
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
は
、益
々
変
化
し
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
上
で
、国

土
の
発
展
は
非
常
に
重
要
な
要
素
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。東
京
・
大
阪
・
名

古
屋
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
大
都
市

圏
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
ガ
シ
テ
ィ
と

し
て
益
々
、発
展
す
る
で
し
ょ
う
。一

方
、地
方
圏
で
は
、都
市
機
能
の
コ
ン

パ
ク
ト
化
が
進
展
し
、そ
の
周
辺
に

継
続
的
に
分
散
的
な
町
村
部
が
存
続

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
分
担
率
を
見
れ
ば
分
か
る
よ

う
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
質
に

合
わ
せ
た
形
で
、大
都
市
圏
と
地
方

圏
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
な
る
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
は
、将
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会

を
描
く
上
で
、非
常
に
重
要
な
要
素

に
な
り
ま
す
。

 

日
本
の
将
来
を
考
え
、

  

課
題
10
個
に
整
理

　

日
本
の
将
来
の
変
化
を
考
え
た

場
合
、ど
の
よ
う
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
が

求
め
ら
れ
る
の
か
、課
題
を
10
個
に

整
理
し
ま
し
た
。
ま
ず
、安
全
・
環

境
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
貢
献
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し

て
、合
理
的
な
移
動
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
く
中
で
、移
動
時
間
を
よ

り
短
く
、よ
り
充
実
さ
せ
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、利
便
性

の
あ
る
利
用
型
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

物
流
の
生
産
性
向
上
も
急
務
で

す
。
さ
ら
に
は
、過
疎
地
に
住
む

方
々
、高
齢
者
の
方
々
、障
が
い
者

の
方
々
、そ
し
て
外
国
か
ら
来
ら
れ

た
方
々
で
あ
っ
て
も
、制
約
の
な
い

移
動
が
求
め
ら
れ
る
社
会
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、価
値
観
が
益
々
、多
様
化
し

て
い
く
中
で
、人
々
の
情
緒
に
訴
え

る
、新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
個
の
課
題
に
対
し
、自
工

会
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
方
向
性

と
挑
戦
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。30

リ
テ
ィ
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、事
故
ゼ
ロ・
環
境
負
荷
ゼ
ロ・
移

動
の
ム
ダ
の
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。全
て
の
人
・
モ
ノ
に
自
由
な

移
動
を
も
た
ら
す
、情
緒
に
訴
え
る

新
た
な
価
値
を
創
造
し
、と
き
め
き

を
最
大
化
し
て
い

く
。
こ
れ
が
、私
た

ち
が
考
え
て
い
る
将

来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

姿
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
挑
戦

を
日
本
で
検
討
す
る

こ
と
は
、他
国
に
と
っ

て
も
意
義
が
あ
る
も

の
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
昨

今
、日
本
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
ト
レ
ン
ド
を
世

界
に
先
駆
け
て
経
験

し
て
い
る
「
課
題
先

進
国
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。高
齢
化
、都

市
化
、気
候
変
動
、省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
と
い
っ

た
課
題
は
今
後
、ほ
か
の
国
で
も
起

こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。日

本
の
取
り
組
み
は
、モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
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年
を
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
に
し
て
、ま
ず
、次

世
代
自
動
車
の
コ
ア
技
術
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ・

自
動
運
転
、電
動
化
、コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、こ

の
進
化
を
追
い
風
に
し
て
、人
間
の
能
力

を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
突
破
す
る
と
い
う
こ

と
。も
う
一
つ
は
、ク
ル
マ
の
価
値
の
向
上

を
図
り
つ
つ
、モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
広
い
枠

の
中
で
、サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、事
故
・
環
境
負
荷
・
移
動

の
ム
ダ
を
ゼ
ロ
に
し
、全
て
の
人
・
モ
ノ
が

自
由
に
移
動
で
き
る
社
会
、そ
し
て
、ト
キ

メ
キ
を
最
大
に
す
る
。こ
れ
が
自
工
会
の

考
え
る
目
指
す
べ
き
将
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

で
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
に

は
、取
り
組
み
方
も
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。次
世
代
自
動
車
の
コ
ア
技
術

を
中
心
に
、各
社
が
切
磋
琢
磨
し
つ
つ
、会

社
と
業
界
の
枠
を
超
え
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。学
術
界
や
行
政
と
も
連
携
し

た
、協
調
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、モ
ビ
リ
テ
ィ
の

使
い
手
や
社
会
と
い
っ
た
幅
広
い
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
と
一
緒
に
、将
来
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
つ
く
り
上
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

30
年
を
前
に
、20
年
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
控
え
て
い
ま
す
。す
で
に
、産

官
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
お
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
自
動

運
転
を
駆
使
し
た
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
も
考
え

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、日
本
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
世
界
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
こ

で
得
ら
れ
た
レ
ガ
シ
ー
を
30
年
の
飛
躍
的

進
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
自
工
会
の
使
命

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

   

２
０
１
５
年
に

 

「
自
動
運
転
ビ
ジ
ョ
ン
」

  

を
発
表

　

自
工
会
で
は
15
年
の
「
第
44
回
東
京

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
」の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

「
自
動
運
転
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
ま
し

た
。今
回
の
中
長
期
モ
ビ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

は
、自
動
運
転
に
と
ど
ま
ら
ず
、電
動
化
、

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
と
い
っ
た
技
術
も
踏
ま
え
、

30
年
の
車
が
ど
う
変
わ
る
の
か
を
俯
瞰

し
、将
来
に
向
け
た
課
題
を
洗
い
出
し
た

も
の
で
す
。

　

同
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
は
今
年
の
春
に
着

手
し
ま
し
た
。世
界
で
は
自
動
運
転
、電

動
化
、シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、通

信・デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
を
背
景
に
、Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）大
手
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
を

交
え
、業
界
の
垣
根
を
越
え
た
競
争
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）化
に
よ
り
、自
動
車
へ
の
新
規
参
入
組

も
増
え
る
と
見
ら
れ
、こ
れ
ま
で
の
自
動

車
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に
変
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
ビ
ジ
ョ
ン
は
、世
界
の
潮
流
に
日
本
の

自
動
車
産
業
や
社
会
が
乗
り
遅
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、将
来
の
課
題
を
明
確
に
す

る
た
め
に
、自
工
会
会
員
メ
ー
カ
ー
14
社

全
社
で
検
討
に
取
り
組
み
ま
し
た
。発
表

に
あ
た
り
自
工
会
で
は
、30
年
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
社
会
を
描
い
た
動
画
を
作
成
し
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。17
年
度

末
に
は
、発
表
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
、公
表
す
る
予
定
で
す
。
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
三
崎
氏
の

講
演
の
ほ
か
に
、Ｓ
Ｉ
Ｐ
自
動
走
行

シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
、葛
巻
清
吾
氏
が「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
自

動
走
行
シ
ス
テ
ム
の
活
動
概
要
」

に
つ
い
て
、日
本
大
学
理
工
学
部

教
授
の
岸
井
隆
幸
氏
が
「
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
都
市
デ
ザ
イ
ン
」
と
題
し

た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

葛
巻
氏
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ

プ
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス（
Ｈ
Ｍ
Ｉ
）、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
３
つ
の
研
究
開
発
テ
ー

マ
が
10
月
か
ら
大
規
模
実
証
実
験

の
段
階
に
移
行
し
た
こ
と
を
紹
介

し
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
、実
用
化
に

持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
形
で
動
い

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。国
内

外
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
、大
学
、ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
21
の

企
業
・
団
体
と
オ
ー
プ
ン
に
議
論
し

な
が
ら
、研
究
開
発
を
推
進
す
る
方

針
で
す
。

　

自
動
運
転
の
実
用
化
に
つ
い
て
、

葛
巻
氏
は
、「
ど
の
場
所
で
も
走
れ

る
車
を
つ
く
る
の
は
技
術
的
に
ま
だ

先
に
な
り
ま
す
。一
般
に
使
わ
れ
る

車
は
、運
転
支
援
の
よ
う
な
形
で
自

動
運
転
の
技
術
を
使
い
な
が
ら
事

故
・
渋
滞
を
削
減
し
て
い
く
方
向
に

な
り
ま
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。一

方
、ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、過
疎
地
で
の

移
動
の
問
題
と
い
っ
た
社
会
的
課
題

に
対
し
て
は
、「
地
域
・
ド
ラ
イ
バ
ー

を
限
定
し
な
が
ら
、自
動
運
転
技
術

を
早
く
世
の
中
に
出
し
て
い
く
流
れ

に
あ
り
ま
す
」
と
し
、社
会
課
題
の

解
決
へ
自
動
運
転
の
技
術
を
い
か
に

早
く
貢
献
さ
せ
て
い
く
か
が
、重
要

と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
の
専
門
家
で
あ
る

岸
井
氏
は
、「
自
動
運
転
と
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
管
理
に
よ
っ
て
、ま
ず

は
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
ス

タ
ー
ト
」
と
し
、そ
の
後
は
「
駐
車

場
と
物
流
が
変
わ
り
、公
共
空
間
の

再
配
分
が
起
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
の
予
測
を
示
し
ま
し
た
。さ

ら
に
、「
何
の
た
め
に
自
動
運
転
を

す
る
の
か
、わ
れ
わ
れ
が
何
を
求
め

て
い
る
の
か
。そ
れ
が
都
市
の
形
を

つ
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、市

民
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
含
め
た
都
市
づ

く
り
に
参
加
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
部
構
成
で

行
わ
れ
、後
半
は
講
演
者
と
Ｓ
Ｉ
Ｐ

自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ

ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
有
本
建
男
氏
、

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
清
水
和
夫
氏
、岩

貞
る
み
こ
氏
が
、10
人
の
市
民
パ
ネ

リ
ス
ト
と
と
も
に
、「
モ
ビ
リ
テ
ィ

と
都
市
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
し
ま
し
た
。起
業
家
、デ
ザ

イ
ナ
ー
、人
工
知
能
研
究
者
な
ど
多

様
な
分
野
の
市
民
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
、幅
広
い
視
点
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

 

Ｔ
Ｍ
Ｓ・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７

「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）

 

自
動
走
行
シ
ス
テ
ム　

市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
」を
開
催

ムービーはこちらからご覧いただけます。
2030年 近未来のモビリティの世界へようこそ
https://youtu.be/YI0mIT-bL6s



142017.11月号　JAMAGAZINE

　

こ
れ
ま
で
、日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業（
特
に
技

術
・
製
品
開
発
）に
お
け
る
生
産
性
向
上
の
必
要
性

と
、他
業
界
に
お
け
る
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。最
終
回
で
は
、自
動
車

産
業
に
お
け
る
事
例
を
も
と
に
、今
後
へ

の
示
唆
を
考
察
し
ま
す
。

■
自
動
車
産
業
で
の
取
り
組
み

　

：
X

-

i
n

-

t
h
e

-

L
o
o
p

　

自
動
車
の
開
発
で
、生
産
性
向
上
に
関

わ
る
最
大
の
ト
レ
ン
ド
は
モ
デ
ル
ベ
ー
ス
開
発

（
M
B
D
）と
言
え
る
で
し
ょ
う
。個
別
シ
ス
テ

ム
単
位
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
上
で
の
初
期
設
計
か

ら
部
品
自
体
の
性
能
検
証
も
可
能
な
手
法
と

し
て
、近
年
開
発
現
場
で
広
く
浸
透
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

M
B
D
の
位
置
付
け
を
車
両
開
発
全
体（
V

プ
ロ
セ
ス
）の
中
で
考
え
て
み
ま
す
。V
プ
ロ
セ

ス
は
大
き
く
、（1）
車
両
企
画
・
性
能
設
計
、（2）

シ
ス
テ
ム
別
性
能
設
計
、（3）
個
別
部
品
設
計

開
発
、（4）
シ
ス
テ
ム
別
検
証
、（5）
車
両
性
能

検
証
、と
分
け
ら
れ
ま
す
が
、M
B
D
が
活

用
さ
れ
て
い
る
の
は

（2）
〜

（4）
の
領
域
、即

ち
個
別
の
シ
ス
テ
ム（
ス
テ
ア
リ
ン
グ
、ブ
レ
ー
キ

等
）開
発
が
中
心
で
す
。こ
の
点
で
は
、前
回
ま
で

議
論
し
た〝
量
〞的
な
生
産
性
向
上（
開
発
工
数
逼

迫
へ
の
対
応
）は
進
み
つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
、製
品
全
体
の
価
値
を
決
め
る

（1）
や
、そ

の
実
現
へ
向
け
各
種
調
整
や
再
設
計
を
行
う

（5）
の

領
域
は
、現
在
も
実
車
を
も
と
に
修
正
し
て
い
く

手
法
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。必
然
的
に
後
工
程
で

あ
る

（5）
の
工
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
、（1）
に
力
点
を
置
き
、所
望
の
性
能
を
実

設
計
前
に
追
い
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、（5）
の
工
数

を
大
き
く
削
減
し
よ
う
と
す
る
手
法
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
X
-
i
n

-

t
h
e

-

L
o
o
p（
以
下
、

X
I
L
）と
呼
ば
れ
、車
両
全
体
を
モ
デ
ル
化
し
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
性
能
設
計
を
し
て
い
く

手
法
で
す
。カ
ギ
と
な
る
の
は
、車
両
全
体
を
精
緻

に
モ
デ
ル
化
す
る
の
で
は
な
く
、追
求
す
べ
き
性
能

に
合
わ
せ
た
部
位
を
必
要
な
粒
度
で
モ
デ
ル
化
す

る
、と
い
う
点
で
す
。例
え
ば
運
動
性
能
重
視
で
あ

れ
ば
、ス
テ
ア
リ
ン
グ
や
ブ
レ
ー
キ
に
つ
い
て
細
か
い

モ
デ
ル
を
つ
く
り
、あ
と
は
簡
易
的
な
モ
デ
ル
で
済

ま
せ
る
、と
い
っ
た
形
で
す
。必
要
な
も
の
を
モ
デ
ル

化
・
検
証
し
て
い
く
、と
い
う
意
味
か
ら
こ
の
名
前

が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

X
I
L
で
は
、独
I
P
G
社
の
C
a
r
M
a
k
e
r

と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
著
名
で
す
。

近
年
発
達
が
著
し
い
A
D
A
S
シ
ス
テ
ム
の
開
発

な
ど
で
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

■
日
本
自
動
車
産
業
へ
の
示
唆

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、日
本
の
自
動
車

産
業
で
は
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
べ

き
で
し
ょ
う
か
。X
I
L
を
単
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
、も
し
く
は
M
B
D
の
発
展
と
し
て
個
別
の

車
両
開
発
に
活
用
す
る
の
み
な
ら
ず
、車
種
跨
ぎ
の

共
通
基
盤
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
の
構
想
・
設
計
に
も
活
用
し
、可
能
性
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
構
想
・
設
計
に
お
い
て
は
、現
在

で
も
や
は
り
そ
の
道
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
担
当
し
て
い
る
の
が
現
状
で
し
ょ
う
。し
か

し
、X
I
L
を
活
用
し
開
発
を
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ

ン
グ
で
き
れ
ば
、こ
れ
ま
で
は
特
定
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

留
ま
っ
て
い
た
知
見
が
、そ
の
会
社
全
体
の「
知
」と

し
て
共
有
さ
れ
、開
発
者
は
更
に
そ
の
先
の
技
術
開

発
に
軸
足
を
移
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
こ
そ
が

〝
質
〞的
な
面
で
の
生
産
性
向
上（
開
発
の
行
動
化
）

に
つ
な
が
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

実
現
へ
向
け
て
は
、早
期
に
X
I
L
の
使
い
こ
な

し
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。本
稿
で

は「
モ
デ
ル
の
粒
度
」と
簡
単
に
述
べ
て
い
ま
す
が
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
精
度
・
実
行
時
間
に
大
き
く

影
響
す
る
も
の
で
あ
り
、開
発
を
通
じ
た
知
見
の

蓄
積
が
肝
要
で
す
。こ
の
蓄
積
こ
そ
が
、特
定
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
閉
じ
な
い
、そ
の
企
業
で

共
通
し
て
使
い
こ
な
せ
る
財
産
と
な
り
ま
す
。

　

将
来
に
目
を
向
け
る
と
、電
動
化
や
自
動
運
転

等
、非
連
続
な
技
術
進
化
が
予
測
さ
れ
る
状
況
で

す
。と
も
す
る
と
ク
ル
マ
の
価
値
を
横
並
び
化
さ
せ

て
し
ま
い
か
ね
な
い
も
の
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、こ
れ

ら
の
技
術
の
取
り
込
み
方
、独
自
の
差
別
化
の
あ

り
方
を
議
論
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。X
I
L

を
通
じ
、具
体
的
に
将
来
の
製
品
の
姿
を
描
い
て

み
る（
机
上
で
試
作
し
て
み
る
）こ
と
は
、一
般
論

で
終
始
し
が
ち
な
議
論
を
前
に
進
め
る
た
め
に
も

有
効
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

デロイト トーマツ コンサルティング合同会社 マネジャー　石
い し か わ

川　啓
け い

氏

モノづくり　
働き方改革

　エレクトロニクスおよび自動車エンジニアの経験を経てDTC入社。自動車業界を中心に、特にR&D領域における戦略立案、
開発プロセス改革などの支援プロジェクトに従事。

コラム BEYOND

ｐｒｏｆｉｌｅ

自
動
車
に
お
け
る
取
り
組
み
と
日
本
企
業
へ
の
示
唆
❸



話すのが苦手だと思う。考えていることがうま

く伝わらなくてもどかしい思いをしたり、人前で

話そうとして顔を真っ赤にしたり。新聞記者に

なって６年以上たったが、緊張すると「あの…えっ

と…」とたじたじとなってしまうのは、子どもの

頃から変わらない。

だが、発話のたどたどしさも、案外役に立つも

のらしい。ロボット研究者の岡田美智男・豊橋技

術科学大教授の著書「〈弱いロボット〉の思考」の

中で、「あの…えっと…」を有効活用している好例

を見つけた。

岡田氏が学生らと作ったおしゃべりロボット

は、人の注意を引くため、わざと会話の中に「あの

…えっと…」を混ぜ込む。例えば「今度、東京での

オリンピックの開催が決まった」は、「あの…今度

ね、東京でのね、えっと…オリンピックがね、決

まったんだって」と発話する。愛らしい印象にな

り、ぐっと注意を引きつけられるから不思議だ。

岡田氏はほかにも、人に向かってお辞儀するゴミ

箱ロボット（自分で拾えないゴミを人にお願いして

拾ってもらう）など、いくつかの「弱いロボット」を

紹介している。共通するのは、ロボットが自分の弱

さを示すことで、人の関心や協力を獲得しているこ

とだ。自分にできない作業を人にやってもらう。そ

のバトンタッチの仕方は自然で、嫌みがない。

機械から人への作業のバトンタッチは、今、自

動車メーカーの技術者が最も頭を悩ませている

テーマの一つだろう。自動運転技術が進歩し、完

全自動運転が実現する前の過渡期の今、クルマに

は運転を人と協調して行うことが求められてい

る。どこまでクルマが自動運転し、どこから人に

託すのか。命を運ぶ運転という作業に、バトンミ

スは許されない。

11月５日に閉幕した東京モーターショーで、世

界初の「レベル３」の自動運転機能が導入される独

アウディのセダン「Ａ８」がアジア初公開され、多

くの注目を集めた。レベル３ではクルマが運転の

主体を担うが、緊急時など必要なときは、人に運

転をバトンタッチする。

人が瞬時に運転を引き受けるためには、常に運

転状況に一定以上の注意を払うことが必要だ。し

かし２～３時間もクルマが自動運転を続けている

ような場合、人は運転に注意を向け続けることが

できるだろうか。

「あの…えっと…ここの分岐、右でしたっけ…」

「わっ、後ろから車来た」。ちょっと不安だが、例え

ばこんな風に語りかけてくるクルマだったら、運

転状況から意識が離れることはないのかも。未来

のクルマと人の関わり方を思うとき、「弱いロボッ

ト」の考え方に、ヒントが隠されている気がして

ならない。

ただ、こと取材に関しては、そうでもないらし

い。一瞬が勝負の夜討ち朝駆け取材で、私が得意

の「あの…えっと…」を繰り出したところで、取材

先の関心や特ダネが得られないことは、悲しいか

な、経験が嫌というほど教えてくれた。たどたど

しい発話の「弱い新聞記者」にも、愛のあるまなざ

しを向けてほしいものである。

読売新聞東京本社

石
い し

橋
ば し

 正
ま さ

洋
ひ ろ

Reporter's  Window

弱いクルマの可能性
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　自動車メーカーと部品メーカーとの部品受発注業務の電子商取

引に使用するEDIメッセージをJAMAと一般社団法人 日本自動車

部品工業会(以下JAPIA)で標準化しています。

　標準化するまでは、自動車メーカー各社独自の仕組みで部品

メーカーへ発注しておりましたが、複数の自動車メーカーと取引す

る部品メーカーは、取引先独自の仕組みを導入する必要があり、

多大な投資や管理工数の課題が浮上し、業界として対応を検討す

る為、約20年前にEDI標準化活動を開始しました。

標準化の目的は以下の通りです。

　① 自動車業界における商取引のビジネスプロセスを定義する。

　② 自動車メーカー･部品メーカーの業界標準EDIシステムを構築

する。

　③ 業界全体の電子情報交換による商取引を促進し、受発注業務等の

効率化を図る。

　④ 他業界や海外取引先からの電子情報交換要求に対し、自動車業界

として統一した対応を可能にする。

　これらを目的に、JAMA/電子情報委員会では2000年8月にJAMA

のEDI標準化推進方針を、「国際標準であるUN/EDIFACTを用い自動

車業界への適用開始時期を2003年度とする」としました。

　UN/EDIFACTとは、国連・欧州経済委員会によって規定されている行政、

商業および運輸のための電子データ交換のための汎用国際基準で、世界で

さまざまな貿易、商取引で使用されています。

　JAMAでは、EDI標準化推進方針により、2003年度からJAMA会員全社

がEDIFACTを適用し、JAPIAのご協力の下、約15年に渡り現在でも部品受

発注に使用しています。

　こうした実績により、長年に渡りEDIFACT

開発・普及に貢献したことに関し、国連・

欧州経済委員会下部組織である「国連

CEFACT」から日本からは一般財団法人　

日本貿易手続簡易化協会(JASTPRO)と

JAMAに表彰状が贈呈されました。

標準化適用前（イメージ） 標準化適用後（イメージ）

　これらを目的に、JAMA/電子情報委員会では2000年8月にJAMA

のEDI標準化推進方針を、「国際標準であるUN/EDIFACTを用い自動
▲EDIFACT表彰状

EDIFACT開発・普及貢献に対する国連からの表彰
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